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ピア・ネット・マンスリーの発行について

活動を学生と教職員に広く知ってもらうことを目的に、各団体の活動状況に合わせて定期的に発行していきます。  <ピア・ネット事務局 >                                                         
ピア・ネット・マンスリーは、ピア・ネットで活躍する各部局の学生スタッフ活動の一部をトピックスとして紹介するものです。ピア・ネットの

monthly

学習ステーションでは、新入生が充実したキャンパスライフをスタートできるよう、毎年「新
入生サポート」を実施しています。4月 1日（水）～ 4月 17日（金）の 3週間にわたり学生
センター前に特設のブースを設け、学内施設や時間割の組み方、サークル活動や大学生活など、
新入生の様々な質問に対応しました。今年はガイダンスや授業開始日が早まったことにより、
時間割の組み方の質問が増えました。

初めてサポーターとして活動する学生スタッフは、当初は戸惑う場面もありましたが、かつ
ての自分たちの姿を重ね合わせて新入生に親身に向き合いながら、学生目線でアドバイス方
法を工夫するなど、まさにピア（=仲間）・サポートの実践の場となりました。1,500 名超の
新入生と接することができ、学生スタッフ自身も一回りの成長を実感できた 13日間でした。

また、4月 8日（水）には、ボアソナード・タワー 26
階 スカイホールにて、新入生サポートの「有名教授に
会おう！」プロジェクトの企画により、「楽しくなけれ
ば大学じゃない！尾木ママ直伝！～大学生活をもっと
楽しむ方法教えちゃうわよ～」と題した講演会を開催しました。

新入生が受けてきたゆとり教育の本来の目的や世界から大きく遅れをとる日本の教育の現状
などを国際的な視点からお話し頂きました。また、有意義な学生生活を送るコツについては、
「苦手なものを克服しようと努力するばかりではなく、好きなものを深く学び、そこから学
びを広げていくことが大切だ。」とお話しされ、参加した新入生達の心に響いたようです。

参加した新入生からは、「自分の視野が広がり、自らの可能性も身体からあふれ出してきた
気がします。これからの 4年間、今日をきっかけに法政生活をより良いものにしていきた
いと思います。」、「人間は誰でも一人ひとりに可能性があるということを改めて感じさせて
くれました。これから自分は何をしたいのかをじっくり探して伸ばしていきたいです。」な
ど力強い意見・感想が寄せられ、企画した学生スタッフも、反響の大きさを喜ぶとともに
自分たちも大きな達成感を得られたようです。

3月 27日（金）・28日（土）に、「まちのわ Tokyo Bloomin」が飯田橋グラン・ブルーム管
理組合主催のもと、2日間限定で開催されました。
本イベントは飯田橋で生活する、働く、学ぶ、様々な人々が飯田橋グラン・ブルームを舞台
に展開されるイベントを通じ多目的に交流できる場づくりを目的に開催されました。市ヶ谷
ボランティアセンターは、本学学生団体のVSP、児童文化研究会、IVUSA、児童文化研究会、
奇術愛好会、チアリーディングサークルGRANDSと連携し、本イベントを盛りあげました。

VSPは、参加者がエコキャップを好きな箇所に張り付けられる桜オブジェのエコキャップ
アートを展示し、児童文化研究会は、子供たちにラーメンたいそう、紙芝居を披露し、
IVUSAは、ベーゴマやけん玉などの昔ながらの遊びを体験できるイベントを実施しました。
また、奇術愛好会は、マジック教室、ジャグリングショーを実施し、チアリーディングサー
クルGRANDSは、ダンスパフォーマンスを披露し、観客を沸かせました。
本イベントを通して、キャンパス周辺で生活する人々と本学の学生が交流することが出来ま
した。ボランティアセンターでこのような取り組みを今後も積極的に行っていきます。

まちのわ Tokyo Bloomin に参加しました

新入生に力強い言葉を投げかける
尾木直樹教授

企画から当日の運営を行ったスタッフ

桜オブジェのエコキャップアート

IVUSAによる昔あそび体験

今年も新入生サポートを実施しました
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編集後記

学生ＦＤスタッフを募集します！

屋上緑化維持管理メンバー募集！
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「バムラップ・シガー -Ⅰ部演劇研究会による薬物乱用防止啓発劇 -」を実施しました

第8期ライブラリーサポーター募集！（市ケ谷・多摩・小金井）

三鷹第三中学校イングリッシュ・キャンプを実施しました

図書館では、第8期 “ライブラリーサポーター” を募集しています。利用者の想いをカタチ
するチャンスを学生に提供しながら、学生の目線を活かした活動を展開していきます。私た
ちの図書館をより魅力的なものにしていきましょう♪

3月 27日（金）に、三鷹第三中学校で「イングリッシュ・キャンプ」を実施しました。
本イベントは、色々なゲームを通して、「英語」に触れ、今後の学習への興味関心を高める
ことを目的に、「英語でBINGO」・「英語カルタ作り」などを実施しました。
参加した生徒児童からは、「ゲームやDVDなどを使い、多くの表現を触れられたことが良かっ
た！」、「体を動かしながら、英語を学べて面白かった！」など、今後の学びにつながる感
想が寄せられました。

ＦＤ推進センターでは、学生の目線から大学の教育や学びの質の向上を目的とした取組みを考
える「学生ＦＤスタッフ」を募集しています。学内外の学生スタッフと交流しつつ、「学生が選
ぶベストティーチャー賞」をはじめ、授業などについて考える学内外イベントを随時企画・実
行していきます。

環境センターでは、屋上緑化維持管理メンバーを募集しています。ボアソナード・タワー
4Fグリーン・テラスで、花壇に花苗を植えたり、除草作業、池の手入れなどを季節ごとに
行っています。ガーデニングをやってみたい方、屋上緑化から環境を考えてみたい方は、
環境センターのホームページからお申込みください。

屋上緑化維持管理メンバーの活動の様子

英語カルタ KARUTA

ライブラリーサポーターの活動の様子　

迫真の演技に観客が魅了されました　

課外教養プログラム（学生センター）

図書館

グローバル教育センター

ＦＤ推進センター

環境センター

3月 12日（木）～ 16日（月）の 5日間、学生センター・課外教養プログラム「大学生が
考える薬物乱用防止の取り組み」として、I部演劇研究会による啓発劇「バムラップ・シガー」
が公演されました。
今回は主軸に劇中のセリフにもある「これ (薬物 )は悪だ！絶対に使ってはならない！」と
いうシンプルなテーマを据え、また花道を組み込んだ舞台やストロボのような照明など新
しい演出にも挑戦しました。結果、登場人物それぞれの正義をめぐるエンターテイメント
性の高い物語の中に理屈ではない薬物の恐怖が染み込んだ作品に仕上がりました。
観客から、「薬の恐ろしさが強く伝わった」という感想が多く寄せられ、啓発劇として素晴
らしい成功を収めることができました。

法政大学環境センター ホームページ             
http://www.hosei.ac.jp/kankyoukenshou/index.html

新年度がスタートし、ピア・ネットの各ユニットも気分新たに活動を開始しました。合同での活動報告会の実施も予定しています。
ピア・ネット・マンスリーについてのご感想をお待ちしております。

学生FDスタッフ大募集


